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日本を離れて 35年になった。

故郷を遠く離れ、海を渡るとそこは別世界であるというのは間違いではない。しか

し、住み始めて気付くのは、所詮同じ血が流れている地球人たちの中に自分がいる

ことだった。

25歳のとき、スペイン・バルセロナへと渡ったのは、自分と向き合うための小さ

な冒険であった。不安定な青春時代ではあるが、人生の中でこれほど面白い時期は

ない。その面白さは、不安と好奇心が入り交じり、それらに揺さぶられながら方向

を模索することの中にあるのかも知れない。

このときから、私はガウディ建築の実測と作図に取り組んできた。

スペインをはじめて訪れた大学生時代、ガウディの彫刻でつくられたようなサグラ

ダ・ファミリア教会を前に、ひどいカルチャーショックを受けてギブアップ状態で

あった。到底、自分には手の届かない建築の世界に見えた。その後、あえて 2度目

のバルセロナに向かい、ガウディ建築の世界へと進んでいった。

どこから始めるか。まず、グエル公園の 30数か所ある階段の実測から取りかかった。

測ることならできるはずだと、ノミの市で見つけた、骨董品に近い巻き尺を用いて

実測をした。その内、カサ・バトリョの断面透視図の作図に取り組み、半年以上を

掛けて 3m×1mの図面を 1枚描き上げた。

いつものようにノートを取り出してはスケッチを始める。次に、その中に実測の寸

法を書き込む作業に移る。いつのまにかノートはスケッチと寸法でいっぱいになる。

こんなことを続け、それをもとに大きな透視断面図、立面図を描き続けてきた。建

築というモノの実測を続けることは、私にとってガウディとの「会話」でもある。

実測をとおして、ガウディが建築に込めた考え方、思い、構造的な合理性、さらに

は建築をとおして人を喜ばせる演出家という横顔までがわかるようになってきた。

そして今、ガウディの建築と向き合い描き上げた図面と、その間、いろいろと考え

てきたことをみなさんに紹介する機会を得た。デザイン・構造・神話、さらには地

域性のアイデンティティまでも総合して組み立てられた、ガウディ建築の読解の楽

しさに触れていただきたいと思う。そこはさまざまな読解を許容する、楽しい世界

なのだ。

2012年 1月 15日

田中裕也
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左頁：グエル地下聖堂　内部
上：グエル地下聖堂　鐘楼とステンドグラス
下：グエル地下聖堂　入口

ガウディにふれる

─実測を通してわかってきたガウディについて伺いま

す。最初に出会って、圧倒されたガウディとは、違った

ガウディに出会えたのですか。

田中　ガウディの作品を測ることで、ガウディの選んだ

プロポーションが直接に伝わってくるわけだから、それ

を選んだガウディの考え方がわかってくるわけですよ

ね。私も建築家の視点で、ガウディの選んだ寸法につい

て考える。そのことは、ガウディと私との対話でもある

わけで、その過程でガウディへの理解が深まるわけです。

それは、ガウディがいなくても、残された作品を通して

できるわけで、それが実測の良さですよ。測って初めて、

ガウディに触ったような気がする。

─通常の建築では、アイデア段階でのスケッチ、基本

図面、実施図面などがあるわけですが、ガウディの場合

は異なるようですね。ガウディの残したスケッチなどを

もとにその意図を読み解いていくということになるので

しょうか。

田中　そうですね。ガウディが設計を実際に進める際に

は、模型とスケッチで進めていました。ガウディが残し

た図面は、ほとんど申請用の図面です。現場では、模型

とスケッチにもとづき、細かいことは現場で進めていた、

と聞いています。

─そういうガウディの建築を実測するということは、

モノからアプローチすることになります。そうしたこと

を通じ、ガウディの作品に一貫している考え方がそこか

ら見えてくると考えていいわけですか。

田中　その通りです。モノとして建築の詳細を見ること

は、ガウディの意図を忖度することになるわけだけれど、

建築だけではなくて、たとえば装飾にかかわること、ガ

ウディ建築のもつ「シンボリズム」の領域にも踏み込む

ことになります。

次に、それを探り出すわけですね。ただ、それは、実測

を始めてだいぶ後のことになります。最初のころはただ
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ポーチ実測ノート❶
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E l  C a p r i c h o

◉4本足のポーチ
北西のコーナー玄関には4本足のポー

チがある。平面で見ると北側を頭に

して左上部隅45度に向いた玄関であ

る。4本の柱は化石入りベージュ系の

大理石で、一瞬グレーにも見える。

直径825mmの円形の柱礎には、直

径45mmの玉が48個リング状に並

べられている。この大理石の柱は下

部直径600mmと上部柱頭下部直径

500mmの、高さ2,015mmの円錐台支

柱となり、その上には高さ650mmの

柱頭が納まっている。合計2,860mm

の背丈となるロマネスク様式の柱で

ある。

その上に組積造のカルパネール・アー

チが載せられ、内側にテンション鋼材

が十字状にかけられている。これに

よってレンガ造の塔を支えている。

この柱頭にはシュロの葉に小鳥が描

かれている。ガウディにとってシュロ

の木は地中海植物のシンボルであり、

小鳥は聖書で平和のシンボルとされ

ている鳩を描いているのだろうか。
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柱頭
十字架の葉とハ
トのレリーフ

化石入り大理石

柱礎にトスカー
ナ風の玉が並ぶ。
グエル公園の高
架上部のテラス
部境界部分にも
このような玉が
ならび珠数と言
われている

小塔立面図 A部詳細図
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実測ノート❷ 擁壁
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A n t o n i o  G a u d í

◉土留め花壇とベンチ
「エル・カプリチョ」は、ソブレジャー

ノ地区の斜面中腹にある。傾斜する

南面をテラスにするために平面計画

をU字形にし、凹み部分を南面に向

けている。そのため、南面のテラス

は大きい。この傾斜面の土塁をレン

ガ造擁壁と4カ所の控え柱で土留め

（terraplen）にしている。その控え柱

は植木としても利用し、その間にベ

ンチで土留めの足下を補強している。

この構成が、後のガウディの作品でも

あるグエル公園の高架に利用されて

いる。

この植木とベンチの構成による土留

めは、高さ4m、長さ10mほどの幅で

南側テラスを保護している。ベンチの

座板高さ40cmは、グエル公園のベン

チと同じである。擁壁は斜めに傾けた

小口積みとなっている。

化石入り大理石

レンガ仕上げ レンガ造の植木鉢兼
控壁およびベンチ

白色タイル仕上げ

擁壁詳細図
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◉プレファブ工法
多柱室での施工法は、当時の写真に

よってプレファブ工法であることは

知られている。しかし他の高架につい

てはどこにも説明されていなかった。

ましてやそれらがプレファブ工法で

あったことなどは誰も知るよしもな

かった。

そこで私はこれらの高架の構造を理

解するために、他の車道兼歩道という

高架でのプレファブ工法が考えられ

ることを模型で検証してみたことが

ある。

グエルの家の裏側にある専用の高架

では2カ所のアクセスがあるが、その

うち南側のアクセスの高架では柱頭

まで捻れた柱となっている。この２

種類の高架を２年で仕上げることだ

けでも驚異的なことである。ガウディ

は、この施工を合理化するためにプ

レファブ工法を採用した。

◉高架D・Eのアイソメ図
グエル公園の高架は基本的に上が車

道で下が歩道の構成となっている。

高架Dはスラブが基本的に正方形で

高架Eは正三角形となっている。しか

も施工上は柱と梁が先に築かれ最後

にスラブを嵌め込むというプレファ

ブ工法でつくられていることもわ

かってきた

高架D・E詳細図

original size  104.5cm x 117.5cm
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A n t o n i o  G a u d í

多柱室アイソメプロセス

プレファブ・ボールト

プレファブ・ビーム（梁）
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E l  t e m p l o  d e  l a  S a g r a d a  F a m í l i a

マティアスの鐘楼（中間）部実測図-2

マティアスの鐘楼（中間）部実測図-1
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A n t o n i o  G a u d í

◉鐘楼下部の螺旋階段
フランス・ゴシック建築にも現れる

目抜き螺旋階段は、有機的な表現に

なっている。まるで渦巻き貝のよう

に見える。

建築的には、壁と階段桁で階段が支

えられている
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